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三
代
集
に
お
け
る
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
に
つ
い
て
小
田
勝
The
n
o
m
in
ativ
e
p
a
rticle
n
o
in
the
m
ain
cla
u
sein
theSandaishu
O
D
A
,M
asaru
A
bstra
ct
This
paper
discu
sses
w
hich
inflectio
n
al
ending
appears
w
hen
the
n
o
m
in
ativ
e
p
article
n
o
o
ccu
rsin
th
e
m
ain
clau
se.Th
ed
ata
w
as
tak
en
fro
m
th
e
Sandaish
u
（a
collectio
n
ofp
o
etry
fro
m
th
e
H
eian
period
）.The
co
n
clu
sio
n
s
draw
n
fro
m
this
study
are
asfollo
w
s:
1
．
W
h
en
th
e
n
o
m
in
ativ
e
p
article
n
o
o
ccu
rsin
th
e
m
ain
clau
se
,th
e
adnom
in
al
fo
rm
ending
m
o
stfrequently
appears
.
2
．
H
ow
ever,the
izenkeifo
rm
ending,th
e
﹇m
izenkei
+
n
a
m
u
﹈ending,
and
the
dictio
n
ary
fo
rm
ending
can
also
o
ccu
r
.
K
ey
w
o
rds
主
格
格
助
詞
「
の
」
連
体
形
止
め
係
り
結
び
〇
本
稿
の
目
的
中
古
に
お
い
て
主
格
の
「
の
」
助
詞
が
現
れ
る
の
は
、
従
属
節
中
で
あ
る
か
、
主
節
の
場
合
に
は
述
語
が
連
体
形
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
が
通
常
の
理
解
で
あ
る
（
1
）
。
野
村
剛
史
（
一
九
九
三
ａ
）・
野
村
剛
史
（
一
九
九
六
）
は
、
上
代
の
主
格
の
「
の
」「
が
」
助
詞
が
現
れ
る
文
法
的
位
置
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
て
（
後
者
に
よ
っ
て
示
す
）、
①
連
体
句
の
中
、
②
準
体
句
の
中
、
③
連
体
止
め
の
句
の
中
、
④
係
り
結
び
の
連
体
形
結
び
句
の
中
、
⑤
順
接
条
件
句
の
中
、
⑥
ク
語
法
句
の
中
、
⑦
あ
る
種
の
終
助
詞
句
の
中
、
⑧
引
用
型
「
と
」
副
詞
句
の
中
、
⑨
連
用
句
の
中
こ
れ
を
要
す
る
に
、
主
格
の
「
の
」「
が
」
助
詞
が
現
れ
得
る
の
は
、
従
属
節
中
（
①
②
⑤
⑥
⑧
⑨
）
で
あ
る
か
、
主
節
の
場
合
に
は
述
語
が
連
体
形
の
場
合
（
③
④
⑦
）
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
古
和
歌
に
は
、
述
語
が
連
体
形
で
な
い
主
節
中
に
主
格
の
「
の
」
助
詞
が
現
れ
た
例
が
存
在
す
る
（
2
）
。
1
垣
越
し
に
散
り
来
る
花
を
見
る
よ
り
は
根
込
め
に
（＝
根
コ
ソ
ギ
）
風
の
吹
き
も
越
さ
な
ん
（
後
・
八
五
（
3
）
）
ち
ぐ
さ
2
秋
の
露
色
々
こ
と
に
置
け
ば
こ
そ
山
の
木
の
葉
の
千
種
な
る
ら
め
（
古
・
二
五
九
）
右
の
よ
う
な
例
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
中
古
語
に
お
い
て
主
節
中
の
主
格
の「
の
」助
詞
が
現
れ
る
環
境
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
三
代
集
の
和
歌
を
資
料
と
し
て
、
中
古
語
に
お
い
て
、
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
助
詞
が
ど
の
よ
う
な
環
境
に
現
れ
る
か
調
査
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
（
4
）
。
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一
述
語
が
連
体
形
の
句
型
「
…
の
…
連
体
形
」
の
句
型
（
5
）
に
は
、
①
所
謂
「
連
体
止
め
」
と
し
て
「
…
コ
ト
ヨ
！
」
の
意
の
感
動
表
現
を
作
る
も
の
、
②
「
…
の
…
ら
む
（
け
む
）」
の
句
型
の
も
の
、
が
あ
る
。
述
語
が
連
体
形
で
そ
れ
に
付
属
語
が
付
い
て
い
る
も
の
は
第
二
節
に
、
述
語
が
係
助
詞
に
対
す
る
連
体
形
の
結
び
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
第
三
節
に
あ
げ
る
。
一
・
一
連
体
止
め
（
擬
喚
述
法
）
ま
ず
、「
…
の
…
連
体
形
」
で
感
動
表
現
を
作
る
例
が
存
す
る
。
こ
の
連
体
形
は
体
言
相
当
で
、
ま
が
ね
3
真
金
ふ
く
吉
備
の
中
山
帯
に
せ
る
細
谷
河
の
音
の
さ
や
け
さ
（
古
・
一
〇
八
二
）
あ
づ
ま
ぢ
4
東
路
の
佐
野
の
舟
橋
か
け
て
の
み
思
ひ
渡
る
を
知
る
人
の
な
さ
（
後
・
六
一
九
）
の
よ
う
な
喚
体
的
表
現
を
作
る
（
6
）
。
中
古
の
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
助
詞
の
用
法
と
い
え
ば
こ
の
用
法
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
が
、
三
代
集
に
お
け
る
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
全
二
一
三
例
の
う
ち
、
こ
の
用
法
は
三
九
例
（
18
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
述
語
の
品
詞
別
に
あ
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
動
詞
5
春
た
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
鶯
の
鳴
く
（
古
・
六
）
類
例
、
古
・
一
七
二
、
二
二
〇
、
四
二
三
、
七
七
三
、
八
四
三
、
一
〇
一
一
、
後
・
三
三
〇
、
拾
・
一
〇
一
。
な
お
、
次
例
6
は
上
に
係
助
詞
「
や
」
が
現
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
あ
り
と
や
」
は
「
あ
り
と
や
﹇
思
フ
ラ
ム
﹈」
の
意
で
あ
っ
て
、
述
語
の
「
鳴
く
」
は
「
や
」
の
結
び
で
は
な
く
「
…
の
…
連
体
形
」
の
擬
喚
述
法
で
あ
る
（
7
）
。
6
折
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
こ
に
鶯
の
鳴
く
（
古
・
三
二
）
類
例
、
拾
・
九
七
六
②
形
容
詞
7
今
日
別
れ
明
日
は
近
江
と
思
へ
ど
も
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
袖
の
つ
ゆ
け
き
（
古
・
三
六
九
）
類
例
、
古
・
五
〇
六
、
五
二
四
、
五
三
八
、
五
六
〇
、
五
八
四
、
後
・
二
九
、
九
一
、
二
四
四
、
四
二
一
、
一
一
七
八
、
一
三
四
〇
、
拾
・
九
五
一
、
九
五
七
、
一
一
〇
二
。
③
形
容
動
詞
8
咲
き
そ
め
し
時
よ
り
後
は
う
ち
は
へ
て
世
は
春
な
れ
や
色
の
常
な
る
（
古
・
九
三
一
）
④
助
動
詞こ
ぞ
9
去
年
の
夏
鳴
き
ふ
る
し
て
し
郭
公
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
声
の
変
は
ら
ぬ
（
古
・
一
五
九
）類
例
、
古
・
三
二
七
、
五
七
四
、
九
三
〇
、
九
八
四
、
一
〇
四
一
、
後
・
三
四
、
三
八
、
一
四
九
、
三
二
七
、
七
一
七
、
拾
一
八
一
。
10
散
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
の
花
う
た
て
匂
ひ
の
袖
に
と
ま
れ
る
（
古
・
四
七
）
類
例
、
拾
・
三
八
九
。
一
・
二
「
…
の
…
ら
む
（
け
む
）」
「
…
の
…
ら
む
（
け
む
）」
の
句
型
は
、
五
種
に
分
け
ら
れ
る
。
①
「
ど
う
し
て
」
の
意
を
添
え
て
解
釈
さ
れ
る
例
11
ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
（
古
・
八
四
）類
例
、
古
・
九
三
、
一
二
〇
、
四
二
二
、
五
八
六
、
六
七
六
、
七
二
七
、
七
四
一
、
七
六
四
、
七
八
七
、
後
・
二
三
八
、
三
一
〇
、
三
一
六
、
拾
・
二
〇
六
、
八
五
五
。
②
「
ど
う
し
て
」
の
意
の
疑
問
詞
が
存
在
す
る
例
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12
ａ
露
わ
け
し
袂
ほ
す
間
も
な
き
も
の
を
な
ど
秋
風
の
ま
だ
き
吹
く
ら
ん
（
後
・
二
二
二
）
ｂ
あ
は
れ
と
も
憂
し
と
も
物
を
思
ふ
時
な
ど
か
涙
の
い
と
な
が
る
ら
ん
（
古
・
八
〇
五
）
類
例
、
後
・
一
〇
三
七
、
拾
・
二
〇
九
、
四
九
七
。
か
が
り
び
ｃ
篝
火
に
あ
ら
ぬ
我
が
身
の
な
ぞ
も
か
く
涙
の
河
に
浮
き
て
燃
ゆ
ら
む
（
古
・
五
二
九
）
た
ぬ
き
ぬ
ｄ
裁
ち
縫
は
ぬ
衣
着
し
人
も
な
き
も
の
を
な
に
山
姫
の
布
さ
ら
す
ら
む
（
古
・
九
二
六
）
ｅ
た
ぎ
つ
瀬
の
は
や
き
心
を
何
し
か
も
人
目
つ
つ
み
の
塞
き
と
ど
む
ら
む
（
古
・
六
六
〇
）
ｆ
岩
間
を
も
分
け
く
る
滝
の
水
を
い
か
で
散
り
つ
む
花
の
せ
き
と
ど
む
ら
ん
（
拾
・
六
七
）
類
例
、
拾
・
三
二
四
。
ｇ
冬
の
池
の
上
は
氷
に
閉
ぢ
ら
れ
て
い
か
で
か
月
の
底
に
煎
る
ら
ん
（
拾
・
二
四
一
）
類
例
、
拾
・
三
七
八
、
五
三
三
、
一
二
三
四
。
ｈ
白
露
は
上
よ
り
置
く
を
い
か
な
れ
ば
萩
の
下
葉
の
ま
づ
も
み
づ
ら
ん
（
拾
・
五
一
三
）
③
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
句
部
分
を
推
量
す
る
例
13
ａ
心
ざ
し
深
く
染
め
て
し
を
り
け
れ
ば
消
え
あ
へ
ぬ
雪
の
花
と
見
ゆ
ら
ん
（
古
・
七
）
類
例
、
古
・
二
一
六
。
ｂ
春
立
つ
と
聞
き
つ
る
か
ら
に
春
日
山
消
え
あ
へ
ぬ
雪
の
花
と
見
ゆ
ら
ん
（
後
・
二
）
ｃ
誰
聞
け
と
声
高
砂
に
さ
を
鹿
の
長
々
し
夜
を
ひ
と
り
鳴
く
ら
ん
（
後
・
三
七
三
）
④
「
ど
う
し
て
」
の
意
以
外
の
疑
問
詞
が
存
在
す
る
例
ま
こ
も
こ
よ
ひ
14
ａ
真
薦
刈
る
堀
江
に
浮
き
て
寝
る
鴨
の
今
夜
の
霜
に
い
か
に
わ
ぶ
ら
ん
（
後
・
四
八
三
）
ｂ
冬
の
池
の
水
に
流
る
る
葦
鴨
の
う
き
寝
な
が
ら
に
幾
夜
へ
ぬ
ら
ん
（
後
・
四
九
〇
（
8
）
）
ｃ
篝
火
に
あ
ら
ぬ
思
ひ
の
い
か
な
れ
ば
涙
の
河
に
う
き
て
燃
ゆ
ら
ん
（
後
・
八
六
九
）
と
ｄ
君
は
よ
し
行
末
遠
し
留
ま
る
身
の
ま
つ
ほ
ど
い
か
が
あ
ら
ん
と
す
ら
ん
（
拾
・
三
三
四
）
あ
し
た
づ
ｅ
年
を
へ
て
た
ち
な
ら
し
つ
る
葦
鶴
の
い
か
な
る
方
に
跡
と
ど
む
ら
ん
（
拾
・
四
九
八
）
15
ａ
吉
野
山
峰
の
白
雪
い
つ
消
え
て
今
朝
は
霞
の
立
ち
か
は
る
ら
ん（
拾
・
四
）
ｂ
逢
ひ
見
で
も
あ
り
に
し
も
の
を
い
つ
の
ま
に
な
ら
ひ
て
人
の
恋
し
か
る
ら
ん
（
拾
・
七
一
二
）
ｃ
さ
ざ
な
み
や
志
賀
の
浦
風
い
か
ば
か
り
心
の
内
の
涼
し
か
る
ら
ん
（
拾
・
一
三
三
六
）
ぢ
そ
ら
ご
と
ｄ
雲
ゐ
路
の
は
る
け
き
ほ
ど
の
空
事
は
い
か
な
る
風
の
吹
き
て
告
げ
け
ん
（
後
・
一
一
四
一
）
ｅ
と
り
も
あ
へ
ず
立
ち
騒
が
れ
し
あ
だ
浪
に
あ
や
な
く
何
に
袖
の
濡
れ
け
ん
（
後
・
一
一
五
九
）
14
は
疑
問
詞
が
「
の
」
の
内
側
に
あ
る
例
（「
…
の
…
疑
問
詞
…
ら
む
」
の
句
型
）、
15
は
疑
問
詞
が
「
の
」
の
外
側
に
あ
る
例
（「
…
疑
問
詞
…
の
…
ら
む
（
け
む
）」
の
句
型
）
で
あ
る
。
⑤
単
に
直
上
の
句
を
推
量
す
る
例
16
行
く
人
を
と
ど
め
が
た
み
の
唐
衣
た
つ
よ
り
（＝
出
発
ス
ル
ト
ス
グ
ニ
）
袖
の
露
け
か
る
ら
ん
（
拾
・
三
二
一
）
「
…
の
…
ら
む
」の
句
型
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
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様
々
な
議
論
が
あ
る
。
ⅰ
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
が
ど
う
し
て
喚
体
的
表
現
で
あ
る
連
体
止
め
の
位
置
に
現
れ
る
の
か
。
ⅱ
①
の
句
型
は
、
な
ぜ
「
ど
う
し
て
」
の
意
を
添
え
て
解
釈
さ
れ
る
の
か
。
ⅰ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
ら
む
」
は
「
だ
ろ
う
こ
と
よ
！
」
と
い
う
喚
体
的
表
現
で
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
立
場
（
近
藤
泰
弘
・
二
〇
〇
〇
、
野
村
剛
史
・
一
九
九
七
な
ど
）
と
、
こ
の
「
ら
む
」
は
喚
体
的
表
現
と
考
え
て
よ
い
と
す
る
立
場
（
山
口
堯
二
・
一
九
八
八
、
小
出
祥
子
・
二
〇
一
〇
な
ど
）
と
が
あ
る
。
ⅱ
に
つ
い
て
、
山
口
堯
二
（
一
九
八
八
）
は
、「
ら
む
」
が
喚
体
的
表
現
の
環
境
に
た
つ
こ
と
に
よ
っ
て
疑
念
を
含
意
す
る
と
説
明
し
て
い
る
（
9
）
。
推
量
の
助
動
詞
だ
か
ら
喚
体
的
表
現
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
し
（
10
）
、
小
出
祥
子
（
二
〇
一
〇
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
上
代
で
は
「
ら
む
か
」
と
い
う
感
動
表
現
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
（「
あ
み
の
浦
に
船
乗
り
す
ら
む
娘
子
ら
が
玉
裳
の
裾
に
潮
満
つ
ら
む
か
﹇
良
武
香
﹈」
万
葉
集
・
四
〇
な
ど
）、「
ら
む
」
は
本
来
喚
体
的
表
現
を
構
成
し
得
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
言
語
事
実
に
あ
う
と
思
う
（
11
）
。
二
述
語
が
「
連
体
形
＋
付
属
語
」
の
句
型
述
語
に
連
体
形
接
続
の
付
属
語
が
下
接
し
た
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
―
―
の
…
…
連
体
形
＋
か
な
―
―
の
…
…
連
体
形
＋
な
り
の
よ
う
に
、「
の
」
は
連
体
形
と
い
う
準
体
言
相
当
部
分
に
係
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
・
一
連
体
形
に
終
助
詞
が
付
属
す
る
例
こ
の
句
型
は
「
…
の
…
連
体
形
」
の
下
に
終
助
詞
（
12
）
「
か
な
」「
か
」「
よ
」「
ぞ
」
が
付
属
し
た
例
が
み
え
る
。
①
「
…
の
…
連
体
形
＋
か
な
」
17
待
つ
人
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
初
雁
の
今
朝
鳴
く
声
の
め
づ
ら
し
き
か
な
（
古
・
二
〇
六
）
類
例
、
古
・
三
四
二
、
四
一
五
、
六
八
六
、
八
四
五
、
八
五
二
、
後
・
八
一
、
一
四
二
、
一
五
四
、
五
八
七
、
六
五
九
、
一
〇
二
九
、
一
二
三
四
、
拾
・
六
〇
、
一
三
六
、
二
三
一
、
二
四
四
、
二
八
八
、
三
二
六
、
四
四
五
、
五
二
八
、
五
五
三
、
六
二
六
、
六
三
七
、
八
七
〇
、
九
五
六
、
九
五
八
、
一
〇
一
八
、
一
二
三
五
。
次
例
は
、
こ
の
句
型
の
倒
置
形
。
18
し
る
し
な
き
音
を
も
鳴
く
か
な
鶯
の
今
年
の
み
散
る
花
な
ら
な
く
に
（
古
・
一
一
〇
）
②
「
…
の
…
も
…
連
体
形
＋
か
」
19
河
風
の
涼
し
く
も
あ
る
か
う
ち
寄
す
る
浪
と
と
も
に
や
秋
は
た
つ
ら
む
（
古
・
一
七
〇
）
類
例
、
古
・
七
七
四
、
九
二
三
。
次
例
は
、
こ
の
句
型
の
倒
置
形
。
20
吹
き
ま
よ
ふ
野
風
を
寒
み
秋
萩
の
（
＝
秋
萩
ノ
ヨ
ウ
ニ
）
う
つ
り
も
ゆ
く
か
人
の
心
の
（
古
・
七
八
一
）
③
「
…
も
…
の
…
連
体
形
＋
か
」
21
天
雲
の
よ
そ
に
も
人
の
な
り
ゆ
く
か
さ
す
が
に
目
に
は
見
ゆ
る
も
の
か
ら
（
古
・
七
八
四
）
類
例
、
古
・
八
八
四
、
後
・
二
一
七
。
④
「
…
の
…
連
体
形
＋
よ
」
22
春
の
野
に
生
ふ
る
無
き
名
の
わ
び
し
き
は
身
を
つ
み
て
だ
に
人
の
知
ら
ぬ
よ
（
拾
・
六
八
八
）
⑤
「
…
の
…
連
体
形
＋
ぞ
（
断
定
）」
23
心
あ
り
て
問
ふ
に
は
あ
ら
ず
世
の
中
に
あ
り
や
な
し
や
の
聞
か
ま
ほ
し
き
ぞ
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（
拾
・
一
一
九
三
）
二
・
二
連
体
形
に
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
が
付
属
す
る
例
く
や
ち
た
び
24
ａ
先
立
た
ぬ
悔
ひ
の
八
千
度
か
な
し
き
は
流
る
る
水
の
帰
り
来
ぬ
な
り
（
古
・
八
三
七
）
さ
ｂ
命
に
も
ま
さ
り
て
惜
し
く
あ
る
も
の
は
見
果
て
ぬ
夢
の
覚
む
る
な
り
け
り
（
古
・
六
〇
九
）
類
例
、
古
・
一
〇
一
〇
、
後
・
三
一
一
、
四
七
一
、
四
八
四
、
五
〇
三
、
五
九
八
、
九
一
〇
、
拾
・
二
四
〇
、
五
四
二
。
ｃ
春
霞
た
ち
て
雲
居
に
な
り
ゆ
く
は
か
り
の
心
の
変
は
る
な
る
べ
し
（
後
・
七
五
）
類
例
、
後
・
四
六
三
、
五
四
六
。
三
係
り
結
び
文
（
述
語
が
連
体
形
）
の
句
型
係
り
結
び
文
中
に
主
格
の
「
の
」
が
現
れ
た
例
が
存
す
る
。「
こ
そ
…
已
然
形
」
の
文
中
に
も
主
格
の
「
の
」
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
第
四
節
に
あ
げ
る
。
三
・
一
係
助
詞
が
主
格
の
「
の
」
の
内
側
に
あ
る
例
①
…
の
…
ぞ
…
連
体
形
い
25
植
ゑ
て
去
に
し
秋
田
刈
る
ま
で
見
え
来
ね
ば
今
朝
初
雁
の
音
に
ぞ
鳴
き
ぬ
る
（
古
・
七
七
六
）
類
例
、
古
・
一
〇
三
三
。
②
…
の
…
や
…
連
体
形
26
う
ち
し
の
び
い
ざ
住
の
江
の
忘
れ
草
忘
れ
て
人
の
ま
た
や
摘
ま
ぬ
と
（
拾
・
四
六
六
（
13
）
）
27
秋
深
み
恋
す
る
人
の
明
か
し
か
ね
夜
を
長
月
と
い
ふ
に
や
あ
る
ら
ん
（
拾
・
五
二
三
）
③
…
の
…
か
…
連
体
形
28
あ
し
ひ
き
の
山
辺
に
を
れ
ば
白
雲
の
い
か
に
せ
よ
と
か
晴
る
る
時
な
き
（
古
・
四
六
一
﹇
拾
・
三
八
〇
﹈）
類
例
、
後
・
一
二
七
二
。
こ
の
よ
う
な
句
型
の
存
在
は
、
野
村
剛
史
（
二
〇
〇
五
）
の
い
う
係
り
結
び
の
形
骸
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
野
村
剛
史
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
れ
ば
、
上
代
で
は
、
﹇
係
り
句
﹈﹇
〜
の
・
が
〜
（
連
体
形
句
）﹈
の
句
型
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
中
古
に
な
っ
て
係
助
詞
が
自
由
な
位
置
に
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
右
の
よ
う
な
句
型
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
三
・
二
係
助
詞
が
主
格
の
「
の
」
の
外
側
に
あ
る
例
①
…
ぞ
…
の
…
連
体
形
29
青
柳
の
糸
よ
り
か
く
る
春
し
も
ぞ
乱
れ
て
花
の
ほ
こ
ろ
び
に
け
る
（
古
・
二
六
）
た
ま
だ
す
き
30
こ
と
な
ら
ば
思
は
ず
と
や
は
言
ひ
は
て
ぬ
な
ぞ
世
の
中
の
玉
襷
な
る
（
古
・
一
〇
三
七
）
類
例
、
拾
・
七
九
六
。
②
…
や
…
の
…
連
体
形
31
流
れ
行
く
水
こ
ほ
り
ぬ
る
冬
さ
へ
や
な
ほ
う
き
草
の
跡
を
と
ど
め
ぬ
（
後
・
四
八
六
）
類
例
、
後
・
四
二
六
、
拾
・
八
九
。
け
32
夕
さ
れ
ば
蛍
よ
り
異
に
燃
ゆ
れ
ど
も
光
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き
（
古
・
五
六
二
）
類
例
、
後
・
五
二
八
33
み
る
め
な
き
我
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
か
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
来
る
（
古
・
六
二
三
）
34
時
し
も
あ
れ
秋
や
は
人
の
別
る
べ
き
あ
る
を
見
る
だ
に
恋
し
き
も
の
を
（
古
・
八
三
九
）
類
例
、
拾
・
七
八
四
。
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35
絶
え
ず
行
く
飛
鳥
の
河
の
よ
ど
み
な
ば
心
あ
る
と
や
人
の
思
は
む
（
古
・
七
二
〇
）
36
春
日
野
の
若
菜
摘
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
行
く
ら
む
（
古
・
二
二
）
類
例
、
古
・
五
五
二
、
七
六
二
、
九
四
九
、
一
〇
四
六
、
一
〇
六
六
、
拾
・
四
六
七
、
一
一
五
一
、
一
二
七
九
。
。
な
お
、
こ
の
句
型
で
32
・
33
の
よ
う
な
「
…
ば
や
…
の
…
連
体
形
」
で
「
や
」
が
文
末
に
係
る
句
型
の
解
釈
は
、
多
く
の
注
に
誤
り
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。「
ば
や
」
の
「
や
」
が
文
末
に
係
る
（「
や
…
連
体
形
」
の
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
る
）
場
合
、「
ば
や
…
連
体
形
」
の
文
全
体
が
疑
問
文
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
の
…
連
体
形
」
は
感
動
を
表
す
連
体
止
め
で
は
な
い
（
14
）
。
例
え
ば
32
は
、
恋
の
炎
は
目
に
見
え
な
い
せ
い
か
、
あ
の
人
は
あ
の
よ
う
に
冷
淡
な
こ
と
よ
。
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
訳
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
な
ど
も
同
様
）
の
よ
う
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
成
立
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
37
思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
（
古
・
五
五
二
）
ぬ
の
傍
線
部
を
、「
思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
や
。
人
の
見
え
つ
ら
む
！
」（「
思
い
続
け
て
寝
る
せ
い
か
、
あ
の
人
が
夢
に
見
え
た
だ
ろ
う
こ
と
よ
！
」）
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
（
37
の
傍
線
部
は
「
思
い
続
け
て
寝
る
の
で
、
あ
の
人
が
夢
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
。」
の
意
）。
32
は
、「
光
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き
」
全
体
で
疑
問
文
に
な
る
か
ら
、
例
え
ば
、
角
川
文
庫
『
新
版
古
今
和
歌
集
』（
高
田
祐
彦
）
の
、
そ
の
思
い
の
光
を
あ
の
人
は
見
な
い
の
で
、
つ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
が
適
切
な
解
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
な
お
「
見
ね
ば
」
が
他
動
詞
で
あ
る
と
い
う
点
で
も
右
の
解
釈
は
正
確
で
あ
る
）。
し
か
し
そ
の
角
川
文
庫
新
版
も
、
33
は
、
そ
ん
な
私
は
、
海
松
布
の
生
え
て
い
な
い
浦
と
同
じ
で
す
が
、
そ
の
私
に
逢
え
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
あ
の
人
は
絶
え
る
こ
と
な
く
足
が
だ
る
く
な
る
ほ
ど
通
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
の
よ
う
な
解
釈
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
様
の
理
由
で
「
…
逢
わ
な
い
で
い
る
の
だ
と
も
知
ら
な
い
の
で
、
あ
の
人
は
遠
の
き
も
し
な
い
で
足
も
だ
る
く
な
る
ま
ま
で
通
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
解
釈
が
（
句
型
把
握
と
し
て
は
）
適
当
で
あ
る
。
③
…
か
…
の
…
連
体
形
38
思
ふ
よ
り
い
か
に
せ
よ
と
か
秋
風
に
な
び
く
浅
茅
の
色
こ
と
に
な
る
（
古
・
七
二
五
）
類
例
、
後
・
七
四
八
、
拾
・
七
一
六
。
か
ど
さ
39
う
き
世
に
は
門
鎖
せ
り
と
も
見
え
な
く
に
な
ど
か
我
が
身
の
出
で
が
て
に
す
る
（
古
・
九
六
四
﹇
拾
・
四
八
一
﹈）
類
例
、
後
・
五
五
、
五
七
七
。
40
雨
降
り
て
庭
に
た
ま
れ
る
濁
り
水
誰
が
す
ま
ば
か
は
影
の
見
ゆ
べ
き
（
拾
・
一
二
五
三
）
41
い
づ
こ
に
か
今
夜
の
月
の
見
え
ざ
ら
ん
あ
か
ぬ
は
人
の
心
な
り
け
り
（
拾
・
一
七
六
）
類
例
、
古
・
九
五
二
、
一
〇
五
三
、
後
・
一
四
四
。
42
雪
と
の
み
降
る
だ
に
あ
る
を
桜
花
い
か
に
散
れ
と
か
風
の
吹
く
ら
む
（
古
・
八
六
）
類
例
、
古
・
八
〇
三
、
拾
・
三
七
九
。
43
い
か
な
り
し
節
に
か
糸
の
乱
れ
け
ん
し
ひ
て
く
れ
ど
も
解
け
ず
見
ゆ
る
は
（
後
・
一
一
六
二
）
三
・
三
係
り
の
副
詞
が
「
の
」
の
外
側
に
あ
る
例
「
な
ど
」は
副
詞
で
あ
る
が
文
末
は
必
ず
連
体
形
で
結
ぶ（
小
田
勝
・
二
〇
一
〇
）。
「
係
り
の
副
詞
」（
三
浦
和
雄
・
一
九
七
四
）
と
し
て
、
こ
こ
に
あ
げ
る
（
15
）
。
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44
た
ぎ
つ
瀬
の
中
に
も
淀
は
あ
り
て
ふ
を
な
ど
我
が
恋
の
淵
瀬
と
も
な
き
（
古
・
四
九
三
）
四
述
語
が
已
然
形
の
句
型
述
語
が
已
然
形
の
句
型
に
は
、
①
「
こ
そ
…
已
然
形
」
の
係
り
結
び
文
中
に
現
れ
た
も
の
、
②
述
語
が
反
語
の
「
め
や
」
の
も
の
、
が
あ
る
。
主
節
中
に
主
格
の
「
の
」
が
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
述
語
が
連
体
形
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
四
・
一
係
り
結
び
文
（
述
語
が
已
然
形
）
①
係
助
詞
が
主
格
の
「
の
」
の
内
側
に
あ
る
例
（「
…
の
…
こ
そ
…
已
然
形
」）
45
し
の
ぶ
れ
ど
恋
し
き
時
は
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
月
の
出
で
て
こ
そ
来
れ
（
古
・
六
三
三
）
類
例
、
古
・
二
一
三
、
八
〇
四
、
後
・
八
五
一
、
九
三
〇
﹇
後
・
一
四
三
三
﹈。
②
係
助
詞
が
主
格
の
「
の
」
の
外
側
に
あ
る
例
（「
…
こ
そ
…
の
…
已
然
形
」）
ち
ぐ
さ
46
秋
の
露
色
々
こ
と
に
置
け
ば
こ
そ
山
の
木
の
葉
の
千
種
な
る
ら
め
（
古
・
二
五
九
）
類
例
、
古
・
二
九
八
、
拾
・
六
八
五
。
四
・
二
述
語
が
反
語
を
表
す
「
め
や
」
47
笹
の
葉
に
置
く
初
霜
の
夜
を
寒
み
し
み
は
付
く
と
も
色
に
出
で
め
や
（
古
・
六
六
三
）
類
例
、
後
・
一
三
七
。
五
述
語
が
連
体
形
・
已
然
形
で
な
い
場
合
五
・
一
「
…
の
＋
あ
な
＋
語
幹
」
次
例
の
「
な
が
な
が
し
」
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
感
動
表
現
の
句
型
に
主
格
の
「
の
」
が
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
づ
47
加
古
の
島
松
原
ご
し
に
鳴
く
鶴
の
あ
な
な
が
な
が
し
聞
く
人
な
し
に
（
拾
・
四
五
九
）
五
・
二
引
用
句
中
の
例
引
用
句
中
の
主
節
の
主
格
が
「
の
」「
が
」
で
表
示
さ
れ
、
そ
の
引
用
句
中
の
文
末
が
終
止
形
と
い
う
、「『
…
の
（
が
）
…
終
止
形
』
と
…
」
と
い
う
句
型
が
存
在
す
る
。
野
村
剛
史
（
一
九
九
三
ａ
）・
野
村
剛
史
（
一
九
九
六
）
は
、「
汝
が
来
と
思
へ
ば
」（
万
葉
集
・
五
二
八
）、「
老
の
病
の
い
つ
と
も
な
き
が
苦
し
と
思
ひ
た
ま
ふ
べ
し
。」（
源
氏
・
手
習
）
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
い
る
（
こ
の
よ
う
な
句
型
は
『
源
氏
物
語
』
に
二
〇
例
ほ
ど
あ
る
と
い
う
）。
三
代
集
中
に
こ
の
句
型
の
確
例
は
48
の
一
例
で
あ
る
。
48
み
よ
し
の
の
吉
野
の
滝
に
浮
か
び
出
づ
る
泡
を
か
玉
の
消
ゆ
と
見
つ
ら
む
（
古
・
四
三
一
）
次
例
49
は
述
語
が
終
止
形
・
連
体
形
同
形
で
あ
る
が
、
擬
喚
述
法
と
し
て
の
意
が
な
い
の
で
、
48
と
同
様
波
線
部
は
終
止
形
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
16
）
。
お
い
49
ａ
鶯
の
笠
に
縫
ふ
て
ふ
梅
の
花
折
り
て
か
ざ
さ
む
老
隠
る
や
と（
古
・
三
六
）
ｂ
桜
花
散
り
か
ひ
曇
れ
老
い
ら
く
の
来
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に
（
古
・
三
四
九
）
あ
ま
か
づ
ｃ
伊
勢
の
海
人
の
朝
な
夕
な
に
潜
く
て
ふ
み
る
め
に
人
を
飽
く
よ
し
も
が
な
（
古
・
六
八
三
）
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ｄ
蝉
の
声
聞
け
ば
か
な
し
な
夏
衣
薄
く
や
人
の
な
ら
む
と
思
へ
ば
（
古
・
七
一
五
）
ｅ
淀
河
の
淀
む
と
人
は
見
る
ら
め
ど
流
れ
て
深
き
心
あ
る
も
の
を
（
古
・
七
二
一
）
ｆ
思
ひ
出
で
て
恋
し
き
時
は
初
雁
の
鳴
き
て
渡
る
と
人
知
る
ら
め
や
（
古
・
七
三
五
）
ｇ
思
へ
ど
も
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
春
霞
か
か
ら
ぬ
山
の
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
・
一
〇
三
二
）
類
例
、
古
・
八
一
六
、
八
九
五
、
一
〇
五
四
、
一
〇
八
一
、
拾
・
四
〇
九
、
五
一
五
。
た
だ
し
引
用
句
末
が
連
体
形
の
例
も
二
例
存
す
る
（
17
）
。
50
ａ
白
玉
の
秋
の
木
の
葉
に
や
ど
れ
る
と
見
ゆ
る
は
露
の
は
か
る
な
り
け
り
（
後
・
三
一
一
）
ｂ
駒
に
こ
そ
ま
か
せ
た
り
け
れ
あ
や
な
く
も
心
の
来
る
と
思
ひ
け
る
か
な
（
後
・
九
七
九
（
18
）
）
48
の
よ
う
な
句
型
の
存
在
は
、
一
方
で
50
の
句
型
が
存
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
五
・
三
述
語
が
「
未
然
形
＋
な
む
（
誂
え
の
終
助
詞
）」
の
例
述
語
が
「
未
然
形
＋
な
む
（
誂
え
の
終
助
詞
）」
の
例
が
存
す
る
。
51
垣
越
し
に
散
り
来
る
花
を
見
る
よ
り
は
根
込
め
に
（＝
根
コ
ソ
ギ
）
風
の
吹
き
も
越
さ
な
ん
（
後
・
八
五
（
19
）
）
な
お
、
三
代
集
中
に
は
み
え
な
い
が
、
命
令（
述
語
が
命
令
形
）の
文
に
主
格
の「
の
」
が
現
れ
た
例
も
存
す
る
。
52
消
え
も
あ
へ
ず
は
か
な
き
こ
ろ
の
つ
ゆ
ば
か
り
あ
り
や
な
し
や
と
人
の
問
へ
か
し
（
後
拾
遺
・
一
〇
一
二
）
五
・
四
文
末
が
終
止
形
の
存
疑
例
「
…
の
…
終
止
形
」
の
存
疑
例
は
、
53
〜
57
の
五
例
で
あ
る
（
20
）
。
か
く
あ
ら
は
53
池
に
す
む
名
を
を
し
鳥
の
水
を
浅
み
隠
る
と
す
れ
ど
現
れ
に
け
り
（
古
・
六
七
二
）
54
玉
か
づ
ら
は
ふ
木
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
絶
え
ぬ
心
の
う
れ
し
げ
も
な
し
（
古
・
七
〇
九
）
55
世
の
中
に
い
づ
ら
我
が
身
の
あ
り
て
な
し
あ
は
れ
と
や
言
は
む
あ
な
憂
と
や
言
は
む
（
古
・
九
四
三
）
56
人
目
を
も
つ
つ
ま
ぬ
も
の
と
思
ひ
せ
ば
袖
の
涙
の
か
か
ら
ま
し
や
は
（
拾
・
七
六
四
）
な
く
57
鷹
飼
の
ま
だ
も
来
な
く
に
つ
な
ぎ
犬
の
離
れ
て
行
か
む
汝
来
る
待
つ
ほ
ど
む
な
ぐ
る
ま
（
拾
・
四
一
九
）〈
物
名
「
空
車
」〉
53
の
「
の
」
は
「
〜
の
よ
う
に
」
の
意
で
あ
る
が
、「
を
し
鳥
ノ
ヨ
ウ
ニ
」
は
、「
隠
る
と
す
れ
ど
」
ま
で
で
は
な
く
「
隠
る
と
す
れ
ど
現
れ
に
け
り
」
ま
で
係
る
の
で
、
歌
意
は
「
鴛
鴦
が
、
水
が
浅
い
の
で
、
隠
れ
よ
う
と
す
る
が
現
れ
て
し
ま
う
（
よ
う
に
、
二
人
の
関
係
は
露
見
し
て
し
ま
う
）」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
形
態
上
「
を
し
鳥
の
」
は
「
現
れ
に
け
り
」
の
主
格
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
54
も
総
主
文
的
な
構
文
で
は
あ
る
が
、「
…
の
…
終
止
形
」
の
例
と
み
て
よ
か
ろ
う
。「
の
」
を
連
体
格
と
と
っ
て
「
絶
え
ぬ
心
の
う
れ
し
げ
」
と
い
う
ま
と
ま
り
を
考
え
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
。
類
例
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
58
秋
の
田
の
い
ね
て
ふ
事
を
か
け
し
か
ば
思
ひ
出
づ
る
が
う
れ
し
げ
も
な
し
（
後
・
五
一
三
）
55
に
つ
い
て
、
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
は
、「
我
が
身
の
」
は
「
あ
り
て
」
ま
で
し
か
係
ら
な
い
と
す
る
が
、
稿
者
の
感
覚
で
は
無
理
な
気
が
す
る
。
56
は
反
語
の
句
型
で
あ
る
が
、「
や
は
」
は
終
止
形
接
続
な
の
で
、「
ま
し
」
は
終
止
形
と
小 田 勝232
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考
え
ら
れ
る
。
57
の
「
む
」
は
終
止
形
・
連
体
形
同
形
で
あ
る
が
擬
喚
述
法
と
し
て
の
意
が
な
い
の
で
、
終
止
形
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
三
代
集
中
に
は
以
上
の
よ
う
な「
…
の
…
終
止
形
」と
み
る
べ
き
用
例
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
中
世
の
「
…
の
…
終
止
形
（
21
）
」
の
萌
芽
を
み
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
（
22
）
。
六
結
論
以
上
、
三
代
集
か
ら
、
主
節
中
に
主
格
の
「
の
」
が
現
れ
る
環
境
を
整
理
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
Ⅰ
述
語
が
連
体
形
Ａ
連
体
止
め
（
擬
喚
述
法
）
三
九
例
Ｂ
…
の
…
ら
む
四
五
例
Ｃ
連
体
形
＋
終
助
詞
三
九
例
Ｄ
連
体
形
＋
な
り
（
断
定
）
一
四
例
Ｅ
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
文
中
五
例
Ｆ
「
や
」
の
係
り
結
び
文
中
二
〇
例
Ｇ
「
か
」
の
係
り
結
び
文
中
一
七
例
Ｈ
な
ど
…
の
…
連
体
形
一
例
Ｉ
引
用
句
中
二
例
Ⅱ
述
語
が
已
然
形
Ｊ
「
こ
そ
」
の
係
り
結
び
文
中
八
例
Ｋ
…
の
…
已
然
形
＋
め
や
（
反
語
）
二
例
Ⅲ
述
語
が
連
体
形
・
已
然
形
以
外
Ｌ
…
の
＋
あ
な
＋
語
幹
一
例
Ｍ
…
の
…
未
然
形
＋
な
む
（
誂
え
）
一
例
Ｎ
引
用
句
中
（
述
語
が
終
止
形
）
一
例
Ｎ’
引
用
句
中
（
述
語
が
終
止
形
・
連
体
形
不
明
）
一
三
例
Ｏ
終
止
形
（
存
疑
例
）
五
例
以
上
を
要
す
る
に
、
三
代
集
歌
に
お
い
て
、
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
は
、
述
語
が
連
体
形
の
文
の
ほ
か
に
、
述
語
が
已
然
形
の
文
（「
こ
そ
…
已
然
形
」
の
係
り
結
び
文
、「
已
然
形
＋
め
や
」
の
文
）、
未
然
形
の
文
（「
未
然
形
＋
な
む
（
誂
え
）」
の
文
）
に
も
出
現
し
（
後
拾
遺
和
歌
集
で
は
命
令
形
の
文
に
も
出
現
し
て
い
る
）、
ま
た
、
若
干
で
は
あ
る
が
述
語
が
終
止
形
の
文
に
も
出
現
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
安
時
代
の
三
代
集
歌
を
資
料
と
し
た
場
合
、
本
居
宣
長
が
『
詞
玉
緒
』
で
示
し
た
「
ぞ
の
や
何
―
㊥
（＝
連
体
形
）」
と
い
う
呼
応
は
事
実
の
正
確
な
記
述
と
は
い
え
な
い
と
評
さ
れ
る
。
述
語
が
終
止
形
の
文
は
、
次
代
の
萌
芽
的
な
例
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
例
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
中
古
語
を
範
と
す
る
標
準
的
な
文
語
文
法
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
主
格
の「
の
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
文
節
を
受
け
る
述
語
は
、
他
の
文
節
を
修
飾
し
下
に
続
く
か
、
連
体
形
で
結
ぶ
。
の
よ
う
な
記
述
（
注
1
参
照
）
は
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
主
格
の「
の
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
文
節
を
受
け
る
述
語
は
、
他
の
文
節
を
修
飾
し
下
に
続
く
か
、
終
止
形
以
外
の
形
で
結
ぶ
。
注
（
1
）「
主
格
の
「
が
」「
の
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
文
節
の
受
け
る
述
語
は
、
終
止
形
に
な
ら
ず
、
他
の
文
節
を
修
飾
し
、
下
に
続
く
か
、
連
体
形
で
結
ぶ
。」（
久
保
田
淳
・
白
藤
禮
幸
『
新
し
い
古
典
文
法
』
二
〇
〇
三
年
・
明
治
書
院
刊
、
七
八
頁
）、「
主
語
を
示
す
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用
法
は
…
（
中
略
）
…
応
じ
る
述
語
が
終
止
形
で
言
い
切
り
と
な
る
文
は
な
く
、
必
ず
従
属
節
内
の
主
格
を
示
す
か
、
述
語
が
連
体
形
で
止
ま
る
か
を
原
則
と
す
る
。
な
お
、「
確
か
に
人
の
語
り
侍
り
し
な
り
」〈
源
・
藤
袴
〉
な
ど
「
…
の
…
な
り
」
の
形
式
は
、「
の
」
に
応
じ
て
終
止
形
で
言
い
切
る
わ
け
で
は
な
く
、「
…
の
…
連
体
形
」
と
い
う
ま
と
ま
り
に
断
定
「
な
り
」
が
付
い
た
も
の
で
あ
る
。」（『
ベ
ネ
ッ
セ
古
語
辞
典
』「
の
」
の
項
「
参
考
」
欄
）
な
ど
。
（
2
）
こ
の
点
で
拙
著
『
古
代
語
日
本
語
文
法
』（
二
〇
〇
七
年
・
お
う
ふ
う
刊
）、『
古
典
文
法
詳
説
』（
二
〇
一
〇
年
・
お
う
ふ
う
刊
）
の
記
述
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
（
3
）
テ
キ
ス
ト
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。
所
在
は
、『
古
今
和
歌
集
』
を
「
古
」、『
後
撰
和
歌
集
』
を
「
後
」、『
拾
遺
和
歌
集
』
を
「
拾
」
と
略
記
し
、
歌
番
号
を
付
し
た
。「
古
・
四
六
一
﹇
拾
・
三
八
〇
﹈」
の
よ
う
な
表
示
は
、
同
じ
歌
が
重
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
（
重
出
例
は
、
第
六
節
の
用
例
数
に
は
、
重
複
し
て
数
え
て
い
な
い
）。
引
用
に
あ
た
り
、
表
記
は
私
意
に
よ
っ
て
改
め
た
。
（
4
）
本
稿
で
「
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」」
と
い
う
場
合
、
次
の
よ
う
な
「
の
」
は
除
外
す
る
。
①
「
〜
の
よ
う
に
」
の
意
の
「
の
」
・
吉
野
河
岩
き
り
通
し
行
く
水
の
音
に
は
た
て
じ
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も
（
古
・
四
九
二
）
・
人
知
れ
ず
思
へ
ば
苦
し
紅
の
末
摘
花
の
色
に
出
で
な
む
（
古
・
四
九
六
）
・
明
け
た
て
ば
蝉
の
お
り
は
へ
鳴
き
く
ら
し
夜
は
蛍
の
燃
え
こ
そ
わ
た
れ
（
古
・
五
四
三
）
・
上
に
の
み
お
ろ
か
に
燃
ゆ
る
蚊
や
り
火
の
よ
に
も
そ
こ
に
は
思
ひ
焦
が
れ
じ
（
後
・
九
九
一
）
・
ふ
る
さ
と
の
三
笠
の
山
は
遠
け
れ
ど
声
は
昔
の
う
と
か
ら
ぬ
か
な
（
後
・
一
一
〇
六
）
②
語
を
導
き
出
す
序
詞
の
末
尾
の
「
の
」
あ
し
か
も
・
葦
鴨
の
騒
ぐ
入
江
の
白
浪
の
知
ら
ず
や
人
を
か
く
恋
ひ
む
と
は
（
古
・
五
三
三
）
や
・
雲
晴
れ
ぬ
浅
間
の
山
の
あ
さ
ま
し
や
人
の
心
を
見
て
こ
そ
止
ま
め
（
古
・
一
〇
五
〇
）
③
枕
詞
の
末
尾
の
「
の
」
・
つ
ら
し
と
や
言
ひ
果
て
て
ま
し
白
露
の
人
の
こ
こ
ろ
に
置
か
じ
と
思
ふ
を
（
後
・
八
九
三
）〈「
白
露
の
」
は
「
置
く
」
の
枕
詞
〉
一
方
、
用
例
23
の
よ
う
な
、
現
代
語
で
「
ガ
」
と
訳
さ
れ
る
、
対
象
を
表
す
用
法
の
「
の
」
は
、
主
格
の
「
の
」
に
含
め
た
。
（
5
）
述
語
が
準
体
言
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
主
節
中
の
用
例
で
は
な
い
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
な
例
は
準
体
言
と
考
え
た
。
・
来
む
と
言
ひ
し
ほ
ど
や
過
ぎ
ぬ
る
秋
の
野
に
誰
松
虫
ぞ
声
の
か
な
し
き
（
後
・
二
五
九
）
〈「
声
の
か
な
し
き
﹇
ハ
﹈
誰
松
虫
ぞ
」
の
倒
置
と
考
え
た
〉
・
我
が
来
つ
る
方
も
知
ら
れ
ず
く
ら
ぶ
山
木
々
の
木
の
葉
の
散
る
と
ま
が
ふ
に
（
古
・
二
九
五
）〈「（
く
ら
ぶ
山
ノ
暗
イ
ノ
ガ
、
木
ノ
葉
ノ
）
散
る
﹇
ノ
ト
﹈
ま
が
ふ
ノ
デ
」〉
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
、
一
見
「
…
の
…
連
体
形
」
の
句
型
に
み
え
る
が
、「
頼
め
こ
し
こ
と
の
」
は
「
絶
え
て
」
に
係
る
か
ら
、
こ
の
「
の
」
は
主
節
中
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
。
・
い
に
し
へ
の
心
は
な
く
や
な
り
に
け
ん
頼
め
し
こ
と
の
絶
え
て
年
ふ
る
（
後
・
一
〇
〇
三
）
（
6
）
こ
の
よ
う
な
語
法
を
山
田
孝
雄
（
一
九
〇
八
）
は
「
擬
喚
述
法
」
と
呼
び
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
述
語
を
以
て
体
言
的
に
結
体
す
べ
き
勢
を
と
り
て
、
喚
体
句
の
如
く
見
え
し
む
る
を
（
引
用
者
注
、
中
止
述
法
ト
）
異
な
り
と
す
。
か
く
す
る
に
は
連
体
形
を
以
て
す
る
な
り
。
か
ゝ
る
述
法
に
立
て
る
も
の
は
其
の
余
韻
に
よ
り
て
述
体
な
が
ら
も
喚
体
の
性
質
を
帯
び
た
る
な
り
。
而
し
て
上
に
は
か
の
「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」「
こ
そ
」
な
き
時
に
あ
ら
は
れ
て
し
か
し
て
準
体
形
を
と
る
な
り
。
其
の
意
の
多
く
は
、
感
嘆
若
く
は
切
に
呼
び
か
く
る
が
如
き
意
を
寓
し
た
る
も
の
な
り
。（
一
二
八
八
頁
）
（
7
）「
の
」
の
な
い
次
の
よ
う
な
句
型
も
同
じ
。
・
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
う
つ
ろ
は
む
と
や
色
か
は
り
行
く
（
古
・
六
九
）
（
8
）
上
句
は
序
詞
と
も
解
さ
れ
る
。
（
9
）
あ
り
得
る
考
え
方
だ
と
思
う
が
、
そ
う
す
る
と
「
の
」
が
な
く
て
「
ど
う
し
て
」
の
意
を
含
意
す
る
、
次
の
よ
う
な
例
を
ど
う
説
明
す
る
か
問
題
に
な
ろ
う
。
こ
の
「
ら
ん
」
を
連
体
形
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
・
秋
の
野
の
草
は
糸
と
も
見
え
な
く
に
置
く
白
露
を
玉
と
貫
く
ら
ん
（
後
・
三
〇
七
）
（
10
）
例
え
ば
、「
な
ん
て
頭
の
い
い
奴
だ
ろ
う
！
」の
よ
う
な
感
動
表
現
は
あ
り
得
よ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
文
に
つ
い
て
は
、
鄭
相
哲
（
一
九
九
四
）
参
照
。
（
11
）
高
山
善
行
（
二
〇
一
一
、
六
四
頁
）
は
、「
…
の
…
ら
む
」
構
文
に
つ
い
て
、
―
―
ノ
…
…
連
体
形
＋
ラ
ム
の
よ
う
に
、「
ら
む
」
が
準
体
句
に
外
接
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
提
案
し
て
い
る
が
、「
ら
む
」
は
終
止
形
接
続
で
あ
る
し
、
春
の
色
の
至
り
至
ら
ぬ
里
は
あ
ら
じ
咲
け
る
咲
か
ざ
る
花
の
見
ゆ
ら
む
（
古
・
九
三
）
の
よ
う
な
用
例
の
存
在
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
（
12
）
終
助
詞
の
ほ
か
に
間
投
助
詞
を
た
て
る
考
え
か
た
も
あ
る
が
（
例
え
ば
山
田
孝
雄
『
平
安
朝
文
法
史
』
は
、「
か
・
が
・
な
・
か
し
」
を
終
助
詞
、「
や
・
し
・
よ
・
を
」
を
間
投
助
詞
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と
す
る
）、
本
稿
で
は
、
両
者
を
一
括
し
て
終
助
詞
と
し
た
。
ま
た
、
用
例
23
の
よ
う
な
「
ぞ
」
も
終
助
詞
と
し
て
扱
っ
た
。
（
13
）「
さ
あ
、
人
目
に
つ
か
ぬ
よ
う
に
住
の
江
に
こ
っ
そ
り
と
行
き
、
恋
の
思
い
を
耐
え
忍
び
な
が
ら
住
ん
で
見
届
け
よ
う
。
あ
の
人
が
私
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
忘
れ
草
を
ま
た
摘
む
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
を
。」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
訳
）
（
14
）
注
6
引
用
文
中
の
、「（
擬
喚
述
法
ハ
）
上
に
は
か
の
「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」「
こ
そ
」
な
き
時
に
あ
ら
は
れ
て
し
か
し
て
準
体
形
を
と
る
な
り
」
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
用
例
6
の
よ
う
に
、
文
中
の
「
や
」
が
文
末
に
係
ら
な
い
例
も
存
す
る
。
（
15
）
係
助
詞
「
か
」
の
な
い
「
疑
問
詞
…
の
…
連
体
形
」
の
句
型
の
例
。
・
立
ち
の
ぼ
る
煙
に
つ
け
て
思
ふ
か
な
い
つ
ま
た
我
を
人
の
か
く
見
む
（
後
拾
遺
集
・
五
三
九
）
（
16
）
詞
書
の
例
と
し
て
「『
親
の
呼
ぶ
』
と
言
ひ
け
れ
ば
」（
古
・
七
四
五
）
が
あ
る
。
（
17
）
詞
書
の
例
と
し
て
「『
世
の
中
の
心
に
か
な
は
ぬ
』
な
ど
申
し
け
れ
ば
」（
後
・
一
一
一
五
詞
書
）
が
あ
る
。
（
18
）「
馬
に
任
せ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
ね
え
。
あ
さ
は
か
に
も
あ
な
た
の
心
が
来
る
の
だ
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。」（
工
藤
重
矩
『
後
撰
和
歌
集
』
和
泉
書
院
）
（
19
）
三
代
集
以
外
の
類
例
を
あ
げ
る
。
お
や
ま
だ
な
は
し
ろ
み
づ
・
か
り
が
ね
ぞ
今
日
帰
る
な
る
小
山
田
の
苗
代
水
の
引
き
も
と
め
な
ん
（
後
拾
遺
集
・
七
三
）
（
20
）
な
お
、
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
の
「
索
引
二
和
歌
付
属
語
」
で
助
詞
「
の
」
を
引
く
と
、「
⑥
主
格
（
体
言
＋
「
ノ
」
＋
終
止
形
）」
と
い
う
項
が
設
け
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
11
例
も
表
示
さ
れ
て
い
て
驚
く
が
、
示
さ
れ
る
の
は
、
順
に
、
・
鶯
の
な
く
な
る
声
は
昔
に
て
わ
か
身
ひ
と
つ
の
あ
ら
す
も
あ
る
哉
（
八
一
）
・
か
き
こ
し
に
ち
り
く
る
花
を
見
る
よ
り
は
ね
こ
め
に
風
の
吹
き
も
こ
さ
な
ん
（
八
五
）
・
身
は
ゝ
や
く
な
ら
の
宮
こ
と
成
に
し
を
こ
ひ
し
き
こ
と
の
ま
た
も
ふ
り
ぬ
か
（
五
六
一
）
以
下
の
11
例
で
あ
っ
て
（
引
用
は
同
書
の
本
文
編
（
本
文
綜
覧
）
に
よ
る
）、
ま
こ
と
に
不
適
当
な
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
（
21
）
次
の
よ
う
な
例
。
・
年
ご
ろ
あ
り
け
る
侍
の
、
妻
に
具
し
て
田
舎
へ
往
に
け
り
。（
宇
治
拾
遺
物
語
・
五
―
八
）
（
22
）
尾
崎
暢
殃
（
一
九
六
九
）
は
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
の
…
終
止
形
」
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
て
い
る
（
③
は
序
詞
の
末
尾
の
「
の
」
の
例
）。
こ
こ
ろ
①
…
情
な
く
雲
の
隠
さ
ふ
べ
し
や
（
一
七
）
ゆ
ふ
い
②
暮
さ
れ
ば
小
椋
の
山
に
臥
す
鹿
の
今
夜
は
鳴
か
ず
寝
ね
に
け
ら
し
も
（
一
六
六
四
）
あ
さ
③
草
香
江
の
入
江
に
求
食
る
蘆
鶴
の
あ
な
た
づ
た
づ
し
友
無
し
に
し
て
（
五
七
五
）
な
お
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
が
…
終
止
形
」
の
例
と
し
て
、
野
村
剛
史
（
一
九
九
六
）
は
④
を
、
此
島
正
年
（
一
九
五
九
）
は
⑤
を
あ
げ
て
い
る
が
、
④
大
尼
君
の
孫
の
紀
伊
守
な
り
け
る
が
、
こ
の
こ
ろ
上
り
て
来
た
り
。（
手
習
）
⑤
大
き
な
る
松
に
藤
の
咲
き
か
か
り
て
月
か
げ
に
靡
き
た
る
、
風
に
つ
き
て
さ
と
に
ほ
ふ
が
、
な
つ
か
し
く
そ
こ
は
か
と
な
き
か
を
り
な
り
。（
蓬
生
）
④
は
大
島
本
等
に
「
が
」
が
無
く
、
⑤
は
「
風
に
つ
き
て
さ
と
に
ほ
ふ
が
な
つ
か
し
く
、
そ
こ
は
か
と
な
き
か
を
り
な
り
」
と
読
ん
で
、「
が
」
の
係
り
先
を
「
な
つ
か
し
く
」
ま
で
と
す
る
読
み
方
も
あ
り
得
よ
う
か
と
思
う
の
で
付
言
す
る
。
此
島
正
年
（
一
九
五
九
）
は
、
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
げ
て
い
る
。
⑥
丈
六
の
仏
の
い
ま
だ
荒
作
り
に
お
は
す
る
が
、
顔
ば
か
り
見
や
ら
れ
た
り
。（
更
級
日
記
）
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